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要 旨

BOD環境基準の不適合が続いている環境基準点の花宗川酒見橋について原因究明調査

を実施した。酒見橋と上流の�地点において有機汚濁指標，栄養塩，クロロフィル a 等の

調査を�年間行った結果，酒見橋の BODと高い相関がみられた水質項目は pH，COD，

クロロフィル a であった。とくに，懸濁性 BOD，懸濁性 COD，クロロフィル a の間に高

い相関が認められたことから，酒見橋にみられる環境基準値を超える BODは高い濃度の

栄養塩と滞留による植物プランクトンの増加に起因することが強く示唆された。

1. は じ め に

福岡県では下水道整備地域の拡大，下水道未整

備地区では合併浄化槽普及の促進等により河川の

水質改善が図られている1,2)が，一部では長期間

環境基準が達成されていない水域がある。そのよ

うな水域では環境基準超過原因究明調査を実施し

ている。今回，福岡県南部を流れる花宗川の環境

基準点である酒見橋で原因究明調査を実施した。

花宗川は矢部川の花宗堰(八女市津之江)から分

水し，大川市で筑後川に合流する幹川流路23.7

km，流域面積54.8 km2の河川であり，河川水は

主に農業用水として利用されている。下流域は緩

やかに田園地帯を流下し酒見橋付近にはクリーク

が点在しており，また酒見橋直下には堰があり，

年間を通じて流れは滞留している。

酒見橋は季節類型が指定されており，�月から

�月は B類型(BOD基準値�mg/L以下)，10月

から�月が C類型(BOD基準値�mg/L以下)で

ある。酒見橋の BOD環境基準適合状況は，長年

の間不適合が続いている。

2. 方 法

2.1 調査地点および調査期間

調査地点を図 1に示す。調査地点は酒見橋と上

流の広木橋，南川添橋，和泉橋である。調査は平

成21年11月から平成22年10月まで月�回，合計12

回行った。

2.2 調 査 項 目

調査項目は気温，水温，pH，溶存酸素(DO)，

BOD，溶 存 性 BOD (D-BOD)，懸 濁 性 BOD

(P-BOD)，COD，溶存性 COD(D-COD)，懸濁

性 COD(P-COD)，全有機炭素(TOC)，全リン

(T-P)，全窒素(T-N)，クロロフィル a(Chl-a)，

懸濁物質(SS)，電気伝導度(EC)とした。CODは
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酸性過マンガン酸カリウム法を用いた。溶存成分

は ADVANTEC GS-25でろ過したろ液を分析

し，D-BOD，D-COD とした。BOD と D-BOD

の差を P-BOD とした。COD も同様である。

TOC は島津 TOC-VCHS，pH は東亜電波製

HM-7J，EC は東亜電波製 CM-25R により測定

した。その他の項目は JIS-K0102及び海洋観測指

針に準じて測定した。

3. 結果および考察

3.1 調査地点の流況

花宗川の和泉橋から下流は田園地帯の緩やかな

流域である。調査時の流況は和泉橋では12回とも

順流であったが，南川添橋，広木橋，酒見橋では

流れが見られず，12回の調査時にはすべて滞留し

ていた。酒見橋から南川添橋間を滞留流域とする

と，和泉橋の流量から計算される滞留時間は�日

以上であった。

3.2 酒見橋の BODの経年変化

酒見橋の BOD経年変化を図 2 に示した。BOD

年平均値は平成
年頃から概ね6.0mg/L 近くで

横ばい傾向であったが，平成21年の平均は8.1

mg/Lであり近年上昇傾向にある。

酒見橋の環境基準値は季節により�mg/L(B類

型)と�mg/L(C類型)の場合があり，また，環境

基準の適否は75％値で判断され，年平均値より厳

しく設定されているため図 2に示す期間，すべて

環境基準不適合である。

3.3 酒見橋の調査期間の水質

酒見橋の調査期間の BOD 経月変化を図 3 に示

した。11月には3.5mg/L であった BOD が�月

には9.5mg/Lに達し，冬季には高い値であった。
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図 1 調 査 地 点

図 2 酒見橋の BODの経年変化

図 3 酒見橋の BOD変化
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�月には BOD の低下が見られた。4月では9.5

mg/L と高かったが�月以降は低下傾向がみら

れ，調査期間の BOD の平均値は5.9mg/L で

あった。

酒見橋は10月から�月の BOD環境基準値は，

�mg/L以下であり12月，�月，�月，�月は環

境基準を満足していない状況であった。�月から

�月も，BOD 環境基準値は�mg/L 以下である

が，すべて基準値を超える値であった。

3.4 酒見橋の水質の特徴

酒見橋の水質を表 1に示した。各成分の年間平

均 濃 度 は BOD 5.9mg/L，COD 9.6 mg/L，

T-N 2.2mg/L, T-P 0.21mg/L, Chl-a 109 μg/L

で T-N，T-P濃度が高く富栄養化していると考

えられた。

BODの上昇と関連する水質項目を明らかにす

るため，酒見橋において水質項目間の相関を調べ

た(表 2)。BODと高い相関がみられたのは順に，

P-BOD の 0.99，pH の 0.90，Chl-a の 0.76，
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表 1 酒見橋の水質
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表 2 酒見橋の水質項目間の相関
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D-BOD の0.76，P-COD の0.75の順であった。

SSとの相関は0.31と低く，T-N との相関は認め

られなかった。

Chl-a と高い相関がみられたのは有機汚濁の指

標である COD，BOD で SS，T-N，T-P との相

関は低かった。

3.5 花宗川の水質の特徴

花宗川の調査地点の BOD 経月変化を P-BOD

と D-BODに分けて図 4に示した。

上流の和泉橋の BOD は12月に2.5mg/L，�

月に 2.2mg/L，�月に 1.6 mg/L，
月に 1.3

mg/Lとやや高くなっているが季節変化は小さく

その平均値は1.1mg/L の清澄な河川水であっ

た。また，和泉橋では概して，D-BODの割合が

多いが，BOD の高い12月は P-BOD の割合が大

きかった。

南川添橋の BODは�月および夏期にやや高い

もののその平均値は3.2mg/Lと比較的低い値で

あった。P-BODは�月から�月にかけて顕著な

増加がみられ，BOD の増加は P-BOD の増加に

よるところが大きかった。

広木橋の BODは冬期，春期および�月に高く，

とくに�月，
月は10mg/L を超える値であっ

た。P-BOD も他地点と同様 BOD の高い月に高
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図 4 花宗川の BODの経月変化(平成21年11月〜平成22年10月)

COD COD

図 5 花宗川の T-Nの経月変化(平成21年11月〜平成

22年10月)

図 6 花宗川の T-Pの経月変化(平成21年11月〜平成22

年10月)



い値であった。

�地点の水質を比較すると和泉橋は清澄である

が，下流にある広木橋，酒見橋では年間を通じて

BODが高い傾向にあった。また，南川添橋，広

木橋，酒見橋の�地点は異なる変動示しているが

BODが高くなる月は南川添橋，広木橋および酒

見橋のいずれの地点においても BOD に占める

P-BODの割合が大きかった。

3.6 花宗川の T-N，T-P濃度変化

和泉橋，南川添橋，広木橋，酒見橋の T-N濃

度および T-P 濃度の経月変化を図 5，6 に示し

た。上流の和泉橋の T-N 濃度は1.2〜2.6 mg/L

の範囲であり，下流の酒見橋も�月，�月は高い

ものの1.2〜3.9mg/L の範囲であった。このよ

うに4地点の濃度は類似しており多少の変動はあ

るものの同様の傾向を示した。

T-P 濃度は和泉橋で0.07〜0.21mg/L の範囲

にあり，酒見橋で0.10〜0.37mg/L で下流の広

木橋，酒見橋で高い傾向がみられた。また�月の

広木橋，�月の広木橋，南川添橋で0.40mg/L

を超えていた。日本の湖沼で富栄養湖の栄養塩濃

度は，それぞれ N濃度で0.5〜1.3mg/L，P濃度

で0.01〜0.09mg/Lと報告されている3)。その値

と比較すると，4地点ともに富栄養湖の濃度か，

それを超える濃度の栄養塩が存在していた。

3.7 花宗川のクロロフィル a濃度の変化

調査地点の Chl-a濃度の変化を図 7 に示した。

和泉橋では年間を通じて Chl-a濃度は低く濃度範

囲は1.0 μg/L から8.7 μg/L，平均値は4.0 μg/L

であった。

南川添橋の Chl-a濃度の平均値は46 μg/Lで，

�月，
月から�月に高く BODと同様の傾向を

示した。広木橋の Chl-a 濃度の平均値132 μg/L

で11月と12月に，また�月から�月に増加し，再

度�月に増加と，増加減少を繰り返していた。酒

見橋の Chl-a 濃度の平均値は109 μg/L であり，

その濃度変化は BOD類似しており冬期と春期と

�月に同様に高い傾向を示した。

Chl-a は植物プランクトンに含まれる葉緑素の

�種であり，植物プランクトンの存在量を反映し

ている。Chl-a濃度が停滞水域である南川添橋で

徐々に増加し広木橋で最大になった事実は，植物

プランクトンの存在量がそのような変動をしたこ

とを示す。また，最下流の酒見橋より広木橋で最
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図 7 花宗川の Chl-aの経月変化(平成21年11月〜平成22年10月)



大のクロロフィル a濃度が認められたことは植物

プランクトンの何らかの成長因子が広木橋で最大

増殖を示した時期に酒見橋で枯渇している可能性

が考えられた。さらに，河川の Chl-a 濃度と

BODの連動した動きは植物プランクトンの存在

量の増加が河川の BODの増加因子になっている

ことを示すものである。

4. ま と め

平成21年11月から平成22年10月の期間，花宗川

の酒見橋と上流�地点において BOD環境基準超

過原因究明調査を実施した。酒見橋において水質

項目間の相関を調べたところ BOD，COD，クロ

ロフィル a の�成分間に高い相関が認められた。

花宗川上流の和泉橋では清浄であったが停滞水域

である南川添橋から酒見橋の間で BODの上昇が

みられた。和泉橋から酒見橋間の T-N 濃度，

T-P 濃度は富栄養湖の濃度に達し，クロロフィ

ル aの濃度は和泉橋で低い値であるのに対し，南

川添橋，広木橋，酒見橋で増加がみられており，

滞留による植物プランクトンの増殖が認められ

た。

以上より酒見橋にみられる環境基準値を超える

BODは高い濃度の栄養塩と滞留による植物プラ

ンクトンの増加に起因することが強く示唆され

た。
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